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×２リットルを超えるものは　　　　　　
×「せともの」や「ガラス類」にあたるもの
（花瓶、ガラスケース、ガラス製の食器や
保存容器など）は

×発泡バラ緩衝材・ビーズクッション
の中身は　　　　　 へ。
×ストロー、クリアファイルは　　　　　へ。
×プラスチック製・金属製の
バケツ、洗面器、ざる、
ハンガーなどは　　　　　　へ。
×インスタント食品の容器や
ジュースの容器で　  紙マーク
のものは　　　　　へ。

①汚れが落ちない
②においがついている
③劣化してボロボロくずれる

ポイントは　　プラマークがついていて、汚れがなく容器や包装に該当するかです。
プラスチック製品そのものは、容器包装類ではありません。

○割れたビンも　　　に出してください。
○以下の物もビンに含まれます。
　・食品のビン(のり、ジャム、ドレッシングなど)
　・ワンカップびん、化粧品のビン

○プラマークの付いているもの
　・柔軟材、漂白剤、シャンプー、リンス等のボトルも含まれます。
○プラマークが付いていないが該当するもの
　・きれいな発泡スチロール (箱型や板状のもの )
　・みかんのネット (金属部分の止め具は  　　　　　)
　・果物の緩衝ネット

×蛍光管は　　　、　　　　　、
　　　　　　　　　 の回収日
に購入時の箱か袋に入れるか、
新聞紙に包んでごみステーション
の目立つところにおいてください。
×次のものは袋に入っても収集しません。
テレビ、エアコン、冷蔵庫、
洗濯機、衣類乾燥機、パソコン

○玩具・小型家電製品で袋に入るものは　　　　　　です。

○電球 (白熱球、グロー球 )、LED電灯、割れた蛍光管
くん煙殺虫剤 (金属製 )、洗濯ばさみ
植木鉢 (プランターを含む )、マグネット

○以下の物もカンに含まれます。
　・食品のカン(のり、お菓子、缶づめなど)
　・スプレー缶・カセット式ガスボンベ

●ラベルを外して
　出してください！

ポイントは、飲料用等のビンに該当するかです。

ポイントは、飲料用等のカンに該当するかです。

●キャップを外して
　出してください！

●軽く水洗いし、水切りをして
　出してください！

×４リットルを超えるものは　　　　　　
×フライパンや鍋、やかんなどの鉄くずは　　　　　　
×さびてボロボロのカンや
ペンキ汚れのおちないカン
は

ストロー、プラスチックのスプーン・フォーク、ノズル
使い捨てカイロ、保冷剤、乾燥剤除湿剤、ローソク

CD、DVD

汚れた発泡スチロール

布や綿入り製品
カバンや靴などの皮・ビニール・ゴム製品

～その他こんな物ももやせるごみです～ 使用済みの植物性食用油の出し方
①油が冷めてから
②油をこし、もとの容器かペットボトル
　等の容器(2ℓまで)に移しかえる
③しっかりフタをする
④もやせるごみの収集日に
　ごみステーションの
　目立つところに置く

袋に入れば
入らなければ

金属部分で取り外し可能な部分は
　　　　　　　　へ
（取り外せない場合はそのままでも可）

①～③のいずれかにあてはまるものは

詳しくは、ごみの分け方・出し方ポスターをご覧ください。

座布団

肌かけ

ガラス製の保存容器

発泡バラ緩衝材
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※上記以外のきれいな発泡スチロールは
　　　　　　　　　　　　　　プラスチック製容器包装類

プラスチック製容器包装類

ラベル、キャップは
プラスチック製容器包装類

ペットボトルをはさみで切ったり、
縦につぶさないでください。

※乾電池、カセットボンベは外して、灯油は抜き取って出してください。
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ビン類 (２リットルの大きさまで )

　ペットマークを確認しましょう

カン類 (４リットルの大きさまで )
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●指定袋に入れる必要はありません

菓子袋
くずをさっと
はたく程度でOKです。

お問い合わせ 河北町　環境防災課　生活環境係　TEL:73－2116

まちがいやすい分別

汚れたものは軽く水で洗い水気をよく切って出しましょう。
もし汚れが落ちない場合は・・・　　　　　　　　へ

このごみ何ごみ?

注  

意

スプレー缶・カセット式ガスボンベは必ず中身を使い切ってから
専用器具等で穴をあけてください。ガス抜き穴あけの際は火気の
ない風通しのよい屋外で行ってください。火災事故の原因になります。


